０．物　 質　 （　 ガ　 ス　 ）　 の　 危　 険　 性
製油所で取り扱うガスの種類は多数あるが分類すると、燃焼・爆発の危険性のあるガス及び、人体に機能障害（中毒）を起こす毒性ガス等、下記の４種類になる。

１．可燃性ガス　　　酸素（空気）と混合し点火すれば燃えるガス。

・水素や炭化水素類

注意）可燃性ガスの中には、空気や酸素と混合しなくても発火源があると、分解や重合によって爆発するものがあるので取扱い上注意する必要がある。

（分解爆発性ガス）

[例]　アセチレン，酸化エチレン

２．支燃性ガス　　　可燃性ガスと反応して燃焼させるガス。

・酸素（空気）、塩素、亜酸化窒素等

３．不活性ガス　　　燃焼に際し可燃性でも支燃性でもないガス。

（不燃性ガス）　・窒素、二酸化炭素、水蒸気等

４．毒性ガス　　　人体に機能障害を起こすガス

・硫化水素、一酸化炭素、アンモニア。

ここで述べている燃焼と爆発とは、

　　燃焼→物質が酸化または分解反応により発熱し、熱と光を出す現象。

　　　　　（多くの場合、火災を伴う）

　　爆発→急激な圧力の発生または解放の結果、ガスが爆発音を伴って激しく膨張する現象。

これらのガスの中、我々の製油所で装置を安全に管理するため運転職場で取り扱っている水素、酸素（空気）、窒素等に付いての基礎的な知識を身につけておかなければならない。
以下に、これらのガスについての性質、製造法、用途、取扱い上の注意点などについてのべる。
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